








1.研究の目的

わが国が高齢化社会を迎えつつあることは確実であり、厚生省人口問題研究所の予測によ

れば、15～64 歳の労働人口と 65 歳以上の高齢者人口の比は 20 年後に 3 対 1 になるとさ

れる。3 人で 1 入の老人を養うことはきわめて大きな負担であり、その時代を担う現在の

子ども達、これから生まれる子ども達の健康は単に疾病がないと言うだけでなく、体力、

気力まで含めた積極的な健康を指向せねばならず、今後の母子保健は広い視野で健全育成

を図らねばならない。こうした要求に対応するため、地域に根ざした新しい視点に立つこ

れからの母子保健事業を策定するために本研究を実施した。

具体的には、①乳幼児健康診査の充実の方向性、

②栄養指導・運動指導等母子の保健指導の体系化、

③母子保健担当スタッフの業務や研修のあり方、

④母子保健システムにおける保健所、市町村及び母子保健関係諸機関の位置づけと役割分

担の明確、

⑤母子保健における保健と福祉の連携に関する事業の提案、

⑥地域母子保健計画の内容の具体的検討、

等、地域母子保健事業のシステムの充実を図る上での問題点を総合的に検討し、今後の母

子保健施策の推進に資することを目的とした。


